
周産期・小児の地域との連携の現状

周産期の医療機関

小児の医療機関

全ての妊婦を対象に保健師等
がコーディネート
●医療連携
●母子保健分野の施策
妊婦面接
パパママ学級等

●児童福祉分野の施策

出産後を見据えた支援

●妊娠中の母体の管理
ハイリスク妊婦は病院管理
↓
出産後も見据えて管理
（MFICU等）
●妊娠中の精神面のリスク管理

精神科との連携

●家庭問題、経済問題等

地域 在宅

●必要に応じ母体の管理
●新生児の医療依存度が高い
場合にはNICU等利用
●情報提供書、養育医療等利用

周産期の医療機関 地域 在宅

全ての母子を対象に保健師等がコー
ディネート
●医療連携（病院、医療機関）
●母子保健分野の施策等

新生児訪問（全戸訪問）
●児童福祉分野の施策
産後デイケア、ヘルパー等

●必要時、往診、訪看等との連携
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